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下水道工事における安全管理の徹底について 

（転落による死亡事故） 

  

 

 平成 31 年 2 月 4 日（月）、愛知県豊川市発注の汚水中継ポンプ築造工事において、電源

ケーブル撤去作業中の作業員が、誤って道路上からマンホール内に転落（高さ約 4.5m）し、

死亡するという事故が発生しました。 
本事案の詳細については現在調査中ですが、マンホール開口部の養生による転落防止など

の安全対策を施していなかったことが判明しています。 
今年度は、転落による事故は 19 件目、うち死亡事故は初めての報告です。 
従来からお願いしておりますように、狭隘な現場での高所作業や開口部周辺での作業にお

いては、常に転落・墜落事故の危険性が潜んでいることを認識し、安全帯の使用や開口部の養

生による転落防止を確実に実施するなど、各現場における安全管理を徹底し、事故の未然防止

に努めていただくようお願いいたします。 
 



【マンホールポンプ特殊人孔における転落事故】

■発生日時 ：平成31年2月4日（月）14時15分
■発生場所 ：愛知県豊川市伊奈町佐脇原地内
■被災者 ：作業員（男性）
■発生状況 ：道路上でマンホールポンプの電源ケーブルを

撤去していたところ、誤ってマンホール蓋開
口部からマンホール内へ転落（約4.5m）した

■被災内容 ：病院へ搬送されたが約2時間後死亡が
確認された

■報 道 ：新聞地方版に掲載あり
■事故原因 ：マンホール開口部の養生による転落防止など
(考えられる原因) 安全対策の不徹底

下水道工事における転落事故（H31.2.4 愛知県豊川市）
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